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果実缶詰の供給・市場動向 Ⅱ

前号では，果実缶詰主要品目の「みかん」「パインアップル」
の供給事情，市場動向，歴史について解説したが，今号で
は「桃」「さくらんぼ」「みつ豆・混合フルーツ」等について
解説する．これら品目の多くは，輸入品主導型の市場構図
が定着している一方，供給量自体が大きく減少してきてい
る品目もある．
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レトルト食品のポジティブイメージ調査
　ー特長・定義認知の現状把握とヘビーユーザー
　　のポジティブイメージー
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日本缶詰びん詰レトルト食品協会
　　　　　     レトルト食品部会
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レトルト食品市場が右肩上がりに拡大してきていることを
背景に，レトルト食品の利用者のうちヘビーユーザーがど
のような点をポジティブに評価しているのかを探るために
調査を実施した．調査結果では，「簡便性」，「保存性」が高
く評価されているとともに，味の評価については，一般ユー
ザーよりもヘビーユーザーの方がより高く評価していると
いうことが判明した．

さまざまな挿話を提供して，読者に新商品の開発や，難交
渉の解決，話題づくりのヒントにしていただくということ
を狙いとする読み物．缶詰，びん詰，レトルト食品を念頭
に捕物控から拾い出して紹介するが，連想のままずれてゆ
くことがあってもご愛敬ということで．
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今月号の「企業最前線～経営者に聞く～」は休載となります．


